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1.⽬目的  
   エーリッヒ・フロムの社会的性格論は『⾃自由からの逃⾛走』等の著作の⽅方法論的な基盤となってい
る他、リースマンやミルズといった⼤大衆社会論者達にも影響を与えたとされる。しかし、なぜ彼が
それを⽅方法論的な⽴立場として提起せねばならなかったのか、またその⽅方法論を提起したことの学説
史的な意義は何かといったことについては必ずしも明らかではないように思われる。本報告の⽬目的
は、エーリッヒ・フロムの社会的性格論について学説史的に検討することで、それがいかなる理論
状況から提起され、どのような⽅方法論的独⾃自性をもつのか考察することである。  
  
2.⽅方法  
   フロムが⾃自⾝身の⽅方法論として社会的性格論を打ち出している Fromm(1941=1951)の付論やその
草稿である Fromm(2010)等を素材として扱う。それらにおいてなされているフロイトへの批判や、
草稿で⾃自⾝身の⽴立場に近いものとして⾔言及されている Dewey(1922=1995)習慣の社会⼼心理学への評
価に着⽬目する。  
  
3.結果  
   社会的性格論はフロイトの⼈人間学の批判的継承から成⽴立しており、フロイト的⼈人間観はその時代
制約性や機械論的な⼈人間観という点から批判される。機械論的⼈人間観への批判はフロムのホッブズ
への批判とも重なるものであり、フロイトやホッブズへの批判は後のスピノザ思想の受容へと繋が
ることとなる。社会的性格論では性格の歴史性が強調されるが、これに近いものとしてデューイの
習慣への着⽬目が⾼高く評価されている。しかし、フロムはデューイが⼈人間本性をあまりに可塑的なも
のとして想定していることを批判し、⼈人間本性に⼀一定のモデルがあることを強調した。  
  
4.結論  
   フロムの社会的性格論はフロイト的⼈人間観を批判し、社会的存在としての⼈人間の歴史性に着⽬目す
るものである。デューイの社会⼼心理学と同様に⽣生活形式や習慣の影響を認めるが、無限に可塑的な
ものとしてではなく⼀一定の傾向性をもつものとして⼈人間本性を捉えることにフロムの⽴立場の独⾃自
性がある。すなわち、社会的性格論にはその⽅方法論的な前提として⼈人間本性のモデルが想定されて
おり、フロムがそれ以後独⾃自の⼈人間学を展開していく上での出発点になったものと考えられる。  
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